
令和２年（２０２０年）５月２５日 

  

全教職員 各位 

全学生  各位 

                       学長 半藤 英明 

 

新型コロナウイルス感染（疑い例含む）に関する報告について（通知） 

 本学においては、新型コロナウイルス感染症に対する対応方針（以下、「対応

方針」という。）に基づき様々な感染予防対策に取り組んでいるところです。 

しかしながら、十分気を付けていても新型コロナウイルスに感染してしまう危

険性はゼロではなく、感染した、あるいは感染が疑われるなどの場合の報告取扱

い等についても対応方針において定めているところです（別紙参照）。 

 本学教職員・学生が新型コロナウイルスに感染した場合等には、濃厚接触者等

の把握や施設の消毒などを適切に行い感染による影響を最小限に抑える必要があ

るため、皆様には迅速かつ正確な報告をはじめ対応方針に基づいた対応をしてい

ただきますよう改めてお願いします。 

 また、各所属におかれましては、所属教職員及び学生から報告を受けた際の報

告様式を別添様式１、２のとおり定めましたので、今後は当該様式により記録及

び報告をお願いします。 

 おって、学内の関係所管団体につきましても、対応方針の趣旨をご理解いただ

き感染防止対策への取組について引き続きご協力いただくよう要請されますよ

う、併せてお願いします。 

 なお、令和２年（２０２０年）２月２７日付け学長通知「新型コロナウイルス

感染症への対応について」は廃止します。 

  

 

 

  
＜担当＞  

総務課総務班 総括  髙山（内255） 

        常勤  新川（内256） 

非常勤 吉田（内234） 

教務入試課  096-321-6609 

      （内201,202,207,219） 

学生支援課  096-333-7896 

             (内204,205,208,209) 

 



（別紙） 

○新型コロナウイルス感染（疑い例含む）に関する報告に関する取扱い 

※ 新型コロナウイルス感染症に対する対応方針より抜粋 

 

【教職員】 

２．教職員が新型コロナウイルスに感染した場合等の対応について 

 （１）教職員が新型コロナウイルスに感染した（又は感染が疑われる）場合 

○ 教職員が新型コロナウイルスに感染した、又は教職員に新型コロナウイルスへ

の感染が疑われる症状がある場合は、学部に所属する教職員（非常勤職員含む。以

下同じ。）は各学部長に、事務局及びセンターに所属する職員（非常勤職員含む。

以下同じ。）は、各所属長（課・室・センター事務長。以下同じ。）に、非常勤講師

は教務入試課長にその旨を報告すること。 

○ 上記の報告を受けた学部長、所属長又は教務入試課長は、当該内容を「新型コロ

ナウイルス感染に関する報告書」により、総務課総務班に報告し、当該教職員に対

して、「帰国者・接触者相談センター（保健所）（以下「相談センター」という。）」

や医療機関に相談させ、その指示に従うよう指示するとともに、相談センターの指

示内容等を総務課総務班へ報告させること。また、他の所属教職員の健康状態を把

握するなど必要な措置を講じるものとする。 

（以下、省略） 

 

（２）教職員の同居家族等が新型コロナウイルスに感染した（又は感染が疑われる）場合 

教職員の同居家族等が新型コロナウイルスに感染した、又は同居家族等に新型コ

ロナウイルスへの感染が疑われる症状がある場合は、学部に所属する教職員は各学

部長に、事務局及びセンターに所属する職員は、各所属長に、非常勤講師は教務入試

課長にその旨を報告し、報告を受けた学部長、所属長又は教務入試課長は、当該内容

を「新型コロナウイルス感染に関する報告書」により、総務課総務班に報告すること。 

（以下、省略） 

 

 

 

  



【学生】 

３．授業・イベント等について 

（１）授業 

  ② 学生が新型コロナウイルスに感染した（又は疑われる）場合の対応は次のとおりと

する。 

○ 学生が新型コロナウイルスに感染した、又は学生に新型コロナウイルスへの感

染が疑われる場合は、学生は電話又はメールにより、学生支援課又は教務入試課に

報告すること。 

○ 上記の報告を受けた課は速やかに授業科目の担当教員に連絡し、当該内容を「新

型コロナウイルス感染に関する報告書」により、総務課総務班に報告するとともに、

当該学生に対して、相談センターや医療機関に相談させ、その指示に従うよう指示

するとともに、相談センターの指示内容等を報告させること。 

（以下、省略） 

 

③ 学生の同居家族が新型コロナウイルスに感染した（又は疑われる）場合の対応は次

のとおりとする。 

○ 学生の同居家族等が新型コロナウイルスに感染した、又は同居家族等に新型コ

ロナウイルスへの感染が疑われる症状がある場合は、学生は電話又はメールによ

り、学生支援課又は教務入試課に報告すること。 

○ 上記の報告を受けた課は速やかに授業科目の担当教員に連絡し、当該内容を「新

型コロナウイルス感染に関する報告書」により、総務課総務班に報告する 

（以下、省略） 



（様式１）

所属 職・氏名

連絡先(TEL等)

１　関係教職員

職員番号 職名 年齢

※事務局記入

２　新型コロナウイルス感染症患者（感染が疑われる者を含む。）　〔該当する箇所に「○」を記入〕

①感染者 ②濃厚接触者
③感染の疑い

(*1)

(*1)高熱等の強い症状、強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）があるときなど

３　医療機関及び保健所の指示等（*2）

（*2）同居家族が感染者、本人が感染の疑いなどの場合、2段書等で複数名分の状況を記載

４　新型コロナウイルス罹患、濃厚接触者の場合等の確認事項（罹患等の２日前からの大学内の行動）

５　その他、聞き取り事項

患者名等

出勤日時及び滞在時
間

①　　年　　月　　日（　）　　時　　分～　　時　　分 ②　　年　　月　　日（　）　　時　　分～　　時　　分

教職員本人

同居家族等

続　柄 　　　　　　　　（　　 　歳）

受診・指示日時

新型コロナウイルス感染（疑い例含む）に関する報告書（教職員用）

所　　属 氏　名

記録・報告者

報告日

③　　年　　月　　日（　）　　時　　分～　　時　　分

在学時の行動範囲 裏面に行動範囲や行動した動線等を記入

年　　月　　日（　　）　　　時頃

機関名

④　　年　　月　　日（　）　　時　　分～　　時　　分

医療機関及び保健所
の指示内容等

通勤手段

接触した人物、部屋等
及び用務

マスク着用の有無



メモ

在学時の行動範囲



（様式２）

所属 職・氏名

連絡先(TEL等)

１　関係学生

学籍番号 年次 年齢

※事務局記入

２　新型コロナウイルス感染症患者（感染が疑われる者を含む。）　〔該当する箇所に「○」を記入〕

①感染者 ②濃厚接触者
③感染の疑い

(*1)

(*1)高熱等の強い症状、強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）があるときなど

３　医療機関及び保健所の指示等（*2）

（*2）同居家族が感染者、本人が感染の疑いなどの場合、2段書等で複数名分の状況を記載

４　新型コロナウイルス罹患、濃厚接触者の場合等の確認事項（罹患等の２日前からの大学内の行動）

５　その他、聞き取り事項

在学時の行動範囲 裏面に行動範囲や行動した動線等を記入

マスク着用の有無 通学手段

接触した人物、部屋等
及び用務

機関名

医療機関及び保健所
の指示内容等

通学日時及び滞在時
間

①　　年　　月　　日（　）　　時　　分～　　時　　分 ②　　年　　月　　日（　）　　時　　分～　　時　　分

③　　年　　月　　日（　）　　時　　分～　　時　　分 ④　　年　　月　　日（　）　　時　　分～　　時　　分

患者名等 続　柄 　　　　　　　　（　　歳）

受診・指示日時 年　　月　　日（　　）　　　時頃

学部・学科 氏　名

学生本人

同居家族等

新型コロナウイルス感染（疑い例含む）に関する報告書（学生用）

記録・報告者

報告日



在学時の行動範囲

メモ


